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３ 要旨

リンドウの苗質の向上と育苗施設の暖房費節減を目的として、育苗期における低温への生育反応を明らかにし、低温

を利用した育苗方法を考案した。

(1) 育苗初期（2.5対葉期）における低温処理により、苗の芽数と根部の乾物重が増加することを明らかにした（図

1）。最も効果が高く、その後の生育に悪影響が少なかった処理条件は6℃×30日間だった。

(2) 育苗施設の夜間の最低気温を5℃に設定することにより、前述の低温処理と同等の芽数の増加効果および根

部の乾物重の増加効果が得られる（表1）。

(3) 夜間低温管理による芽数の増加に伴い、地上部の乾物重を維持したまま苗の葉身のサイズを小さくすることが

できる（表1、写真1）。

(4) 夜温5℃設定への移行時期は2対葉期が適当であり、苗質の向上とともに夜間暖房費の節減が期待できる。

写真1 左：夜間5℃管理、右：慣行管理

（品種：ふくしましおん）
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図1 低温処理による芽数の増加

（10日間処理、16時間明条件、2008年）

2.5L×10℃ 2.5L×6℃
2.5L×2℃ 4.0L×10℃
4.0L×6℃ 4.0L×2℃
慣行管理

最低夜温5℃×1対葉期 2.0 ab 0.064 a 0.057 b 2.3 ab 0.100 a 0.100 b

最低夜温5℃×2対葉期最低夜温5℃×2対葉期最低夜温5℃×2対葉期最低夜温5℃×2対葉期 2.32.32.32.3 bbbb 0.052 a 0.0500.0500.0500.050 bbbb 2.52.52.52.5 bbbb 0.095 a 0.0950.0950.0950.095 bbbb

最低夜温5℃×3対葉期 1.8 ab 0.056 a 0.061 b 2.4 b 0.080 a 0.089 ab

慣行管理(夜温15℃) 1.7 a 0.052 a 0.039 a 1.9 a 0.092 a 0.080 a

※Tukeyの多重比較法により、同符号間に5％水準で有意差なし

表1　夜間低温管理の開始葉齢と生育量
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